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●
退
職

　
こ
と
し
の
4
月
1
日
付
け
を
も
っ
て

今
ま
で
長
い
間
、
役
場
職
員
と
し
て
勤

務
さ
れ
た
、
税
務
課
長
、
滝
沢
常
雄
2
6

年
間
、
川
手
分
校
用
務
員
、
青
木
キ
イ

27

年
間
の
二
名
の
方
々
が
勧
奨
退
職
さ

れ
、
松
之
山
常
設
保
育
園
に
勤
務
さ
れ

て
い
た
保
母
、
樋
口
佐
与
英
1
年
間
で

一
身
上
の
都
合
に
よ
り
退
職
さ
れ
ま
し

た
。　

そ
こ
で
4
月
1
日
付
で
、
新
税
務
課

長
に
和
久
井
正
が
就
任
し
ま
し
た
。

●
新
採
用

　
4
月
1
日
付
け
を
も
っ
て
、
次
の
九

名
の
方
々
を
役
場
職
員
と
し
て
、
新
採

用
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

O
佐
藤
敬
一
　
上
之
山
出
身
、
産
業
課

　
に
主
事
補
で
勤
務

O
田
辺
道
博
　
光
間
出
身
、
税
務
課
に

　
主
事
補
で
勤
務

O
相
沢
秋
男
　
小
谷
出
身
、
総
務
課
に

　
主
事
補
で
勤
務

O
中
島
藁
恵
子
　
水
梨
出
身
、
観
音
寺

　
保
育
園
に
保
母
で
勤
務

O
松
沢
ひ
ろ
み
　
湯
山
出
身
、
松
之
山

　
保
育
園
に
保
母
で
勤
務

O
福
原
八
重
子
　
天
水
越
出
身
、
松
之

　
山
保
育
園
に
保
母
で
勤
務

O
久
保
田
シ
ズ
子
　
新
田
出
身
、
浦
田

　
診
療
所
に
準
看
護
婦
で
勤
務

O
小
野
塚
喜
代
子
　
中
坪
出
身
、
松
之

　
山
診
療
所
に
看
護
見
習
い
で
勤
務

O
津
端
冒
枝
　
光
間
出
身
、
教
育
委
員

　
会
に
栄
養
士
で
勤
務

●
童
巣
課
林
桑
係
（
森
林
組
合
）
が
、

　
二
階
の
事
務
室
に
移
り
ま
し
た
。

出
稼
先
リ
ー
ダ
ー
会
議

　
2
月
4
日
に
東
京
王
子
労
政
事
務
所

で
、
3
月
4
日
は
名
古
屋
中
小
企
業
セ

ン
タ
ー
で
各
々
町
長
、
職
業
係
、
農
委

係
が
出
向
き
多
数
の
リ
ー
ダ
ー
が
出
席

し
て
、
町
政
の
事
や
出
稼
の
問
題
案
が

主
に
討
議
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
一
番
切

実
に
訴
え
ら
れ
た
問
題
が
、
家
族
と
離

れ
て
の
出
稼
生
活
の
期
間
が
長
く
、
正

月
帰
省
バ
ス
に
つ
い
て
は
本
当
に
有
り

が
た
い
が
、
3
月
初
旬
ご
ろ
に
も
う
一

度
帰
省
出
来
る
よ
う
心
配
願
え
な
い
か

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
無
理
も
無
い
問

題
で
1
月
か
ら
4
月
中
旬
ま
で
帰
省
出

来
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
は
種
々
の

問
題
が
あ
る
。
第
一
に
豪
雪
期
で
あ
る

こ
と
。
第
二
に
生
活
が
か
か
っ
て
い
る

の
で
雪
の
た
め
一
週
間
も
働
か
な
か
っ

た
ら
賃
金
が
も
ら
え
な
い
こ
と
。
第
三

に
建
設
業
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
会
社

に
つ
と
め
る
場
合
、
全
員
が
一
時
に
帰

る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
ま
た
3
月
ご

ろ
ヒ
ョ
コ
ン
と
帰
っ
た
場
合
世
間
の
人

が
あ
こ
の
親
父
は
正
月
も
帰
っ
た
の
に

又
帰
っ
て
い
る
と
、
へ
ん
な
目
で
見
ら

れ
る
な
ど
、
春
の
リ
ー
ダ
ー
会
議
で
研

究
し
た
い
。
ま
た
税
金
が
高
い
、
失
業

保
険
の
就
労
が
多
く
て
出
稼
中
よ
り
帰

っ
て
か
ら
の
疲
れ
の
方
が
大
き
い
。
出

稼
し
な
く
と
も
働
け
る
工
場
が
地
元
に

来
な
い
か
（
こ
の
問
題
は
紙
面
の
都
合

で
次
号
に
V
な
ど
沢
山
出
さ
れ
た
。
出

稼
先
の
事
業
所
で
の
懇
談
会
1
9
事
業
所
、

留
守
家
族
の
懇
談
会
を
9
部
落
と
、
ど

こ
の
部
落
へ
行
っ
て
も
3
月
帰
省
と
、

税
金
、
働
く
場
所
、
又
内
職
の
そ
つ
の

良
い
も
の
と
い
う
。
こ
の
土
地
が
昨
年

や
今
年
位
の
雪
で
あ
れ
ば
解
決
出
来
る

問
題
が
多
い
と
思
い
ま
す
し
、
直
接
町

民
の
方
々
に
解
け
こ
ん
で
研
究
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
職
業
係
）

◆母子保健推進員の紹介◆

　松之山町では、この数年の間で、出

生数が半数近く も減ってしまい、ます

ます人口の減少が目立ってきました。

　若いお母さんも少く、しかも冬の長

い間、大雪にうもれて生活をしなけれ

ばならなく、赤ちゃんや妊婦さんのい

る家庭は、非常に不安であろうと思わ

れます。

　そこで、各地区に相談役、連絡役と

しての母子保健推進員の方々に活躍し

ていただいています。

　各地区の推進員の方々を紹介します。

　自分の部落を担当される方を知って

いて下さい。また、何でも相談してく

ださい。

　（〉内ば、担当部落です。

●松之山、井部朝子（松之山」　●湯

山、松沢ナヲ（湯山）、●兎口、樋口

喜代（兎口、新山、拳問）、●小谷、

和久井トシ子（小谷）、●水梨、相沢

孝子（水梨）、●大荒戸、相田ギン（大

荒戸）、●下川手、志賀マキ（下川手）、

●上川手、滝沢ノブ（上川手）、●天

水越、佐藤千津子（天水越）、●天水

島、高橋サク（天水島）、●湯本、小

野塚るり（湯本）、●中尾、高橋ミチ

（中尾）、●藤倉、小野塚シゲ（藤倉）、

下蝦池、鈴木ハル（東川上下蝦池）、

●坪野、村山タツ（下布川）、

●新田、田辺ミサオ（新田、曽根、藤

原）、●北浦田、本山ハルエ（北浦田

樋田、崩田、西之前）、●湯之島、具

沼タカ（湯之島、上之山）、●月池、

田中ツネ（坂中、月池）、●中立山、

佐藤スミエ（中立山、田麦立）、●黒

倉、布施トシ（黒倉）

孕猛八・転鎧鋸護離
　転入届は、転入をした日の　　　これら届出は必ず本人が届

翌日から14日以内に届出をし　　出てください。

てください。　　　　　　　　　この届出に．は、国保の保険

　転出届は、転出をする日が　　証、国民年金手帳、厚生年金

決ったら、先ず転出先を明ら　　証書（転入届のとき）と印か

かにして転出届をして下さい。　んが必要です。　　戸籍係

はなし飼いは
　　　　　　しないで

　　像健所では、町四魯バトロ

　ールし、はなし飼いの犬朔慮

嚢を行なっています。

　　他人に迷嘉をかけないよう

　犬は、いつもつないでお《よ

　う、ご協力ください。

o；の
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設
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整
っ
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校
舎
で
、
、
の
び
の
び
と

勉
学
に
励
ま
れ
る
よ
う
、
町
で
は
、
学

校
建
設
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
東
川
小
学
校
々
舎
改
築
の
第
一
期
工

事
は
、
上
越
市
山
崎
設
計
事
務
所
の
設

計
委
託
に
よ
り
、
モ
ダ
ン
な
鉄
筋
三
階

建
、
延
べ
一
二
三
四
㎡
で
、
一
階
は
職

員
室
、
給
食
室
、
機
械
室
、
保
健
室
な

ど
、
二
階
は
三
教
室
と
理
科
室
、
三
階

は
二
教
室
と
図
書
室
、
音
楽
室
等
で
あ

り
ま
す
。

　
5
月
21
日
入
札
が
お
こ
な
わ
れ
、
天

水
島
高
橋
組
が
七
四
五
〇
万
円
で
落
札

し
、
建
設
工
事
は
、
晴
天
に
め
ぐ
ま
れ

49
年
2
月
14
日
新
校
舎
完
成
を
目
ざ
し

て
、
順
調
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
込
み
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
生
徒
は
隣
り
の
旧
松
中
東
川
分
校
を

借
り
て
、
完
成
を
た
の
し
み
に
、
教
育

に
は
支
障
な
く
授
業
が
お
こ
な
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
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凋レ㌧・》・…島

　老人いこいの家は、おとしよりに憩いの場をもうけて

過疎化の中にある老人福祉のために、老人の集会、レク

リェーション、湯治の施設を備え、おとしよりに楽しく

有意義に利用していただくため、建設するものでありま

す。

　設計は山崎設計により、木造2

階建、延べ327㎡で、6月25日の

入札の結果、高橋組が1，900万円

で落札し、11月11の完成を目ざし

て工事は順調に進められておりま

す。
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　　　　　　　▼松ロ地内舗装完成、延長808m巾員5．1m

道
跨

甫
堪
衣

途

▲松代松之山線（曽根地内）舗装完成
　　延長　　1，434m

　　巾員　5～5．9m
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簡水布設工事に着手
一491年3月辱記成＆φざして一

松之山町役場所在地附近

■
　
計
画
の
概
要

　
そ
れ
で
は
計
画
の
概
要
を
、
左
の
図

を
参
考
に
し
な
が
ら
．
こ
覧
く
だ
さ
い
。

　
工
事
費
の
総
額
は
八
、
二
〇
〇
万
円

を
要
し
、
こ
の
財
源
内
訳
は
、
国
庫
補

助
金
二
、
一
〇
八
万
円
、
起
債
六
、
○

○
○
万
円
、
受
益
者
負
担
金
九
二
万
円

の
財
源
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
も
な
施
説
を
掲
げ
ま
す
と
、
取
水

設
備
一
ヵ
所
、
導
水
管
布
設
七
六
九
m

浄
水
場
土
工
一
式
、
着
水
井
一
井
、
沈

澱
池
二
池
、
緩
速
ろ
過
池
三
池
、
操
作

室
一
棟
、
滅
菌
機
二
台
、
電
気
設
備
一

式
、
浄
水
場
内
配
管
一
式
、
浄
水
場
内

排
水
設
備
一
式
、
洗
砂
機
一
基
、
配
水

池
二
池
、
量
水
器
一
基
、
配
水
管
の
総

延
長
一
〇
、
四
〇
三
m
、
消
火
栓
三
四

ヵ
所
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
が
、
本
管
工
事
に
要
す
る
設
備

で
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
、
本
管
か
ら
各

家
庭
の
メ
ー
タ
器
ま
で
（
流
末
工
事
）

の
配
管
工
事
費
は
、
共
同
施
設
に
よ
り

プ
ー
ル
計
算
の
う
え
、
加
入
者
負
担
を

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
メ
ー
タ
器
か
ら
屋
内
給
水
管

設
備
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
者

の
み
な
さ
ん
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
本
工
事
分
と
流
末
工
事
費
の
分
担
金

を
納
入
願
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
工
事
が
ほ
ん
か
く
て
ぎ
に
始
ま
る
と

道
路
状
態
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
せ
す

る
二
と
も
あ
り
ま
す
が
、
加
入
者
部
落

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

）
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之
劉

松
舩
水（

　
最
近
、
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
り
、
簡
易
水
道
の

必
要
性
は
急
速
に
高
ま
り
衛
生
的
な
飲
用
水
の
確
保

が
重
要
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
3
7
年
の
地
す
べ
り
災
害
で
、
構
造
物
、
送
水

管
を
埋
設
す
る
こ
と
が
で
ぎ
ず
、
地
上
に
露
出
し
た

ま
ま
の
簡
易
水
道
で
、
飲
用
水
に
は
、
長
い
間
、
支

障
の
あ
る
簡
水
に
た
よ
っ
て
き
た
が
、
急
増
す
る
需

要
に
こ
た
え
る
た
め
、
ま
た
、
消
火
栓
の
設
置
に
よ

る
防
火
体
制
の
強
化
と
合
せ
て
、
住
み
よ
い
環
境
つ

く
り
を
め
ざ
し
て
、
こ
の
改
良
と
、
新
た
に
三
省
地

区
を
含
め
て
、
恒
久
的
な
も
の
に
す
る
た
め
の
計
画

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
7
月
2
0
日
町
外
五
業
者
に
よ
り
、
入
札
が
お
こ
な

わ
れ
、
新
潟
企
業
株
式
会
社
が
七
、
七
八
○
万
円
で

落
札
し
、
7
月
25
日
か
ら
工
事
に
着
手
さ
れ
、
4
9
年

3
月
の
完
成
を
め
ざ
し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り

　取水水場
止水壁・集水枡

」6繭x夏，6mx1，8

　一ヵ所

筒易水適工亭の略図
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暑月荏

溝轟人

科
医
．
蝉

井
手
一
渉
死
生

　
か
ね
て
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
方
か

ら
、
強
い
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
、
産
婦
人
科
の
お
医
者
さ
ん
と
し
て

井
手
先
生
が
、
九
月
松
之
山
診
療
所
に

着
任
さ
れ
る
こ
と

が
、
本
決
ま
り
と

な
り
ま
し
た
。

　
井
手
渉
先
生
は

東
京
医
科
歯
科
大

学
を
卒
業
さ
れ
て

以
来
、
臨
床
経
験

な
先
生
で
あ
り
ま
す
の
で
、
専
門
外
の

内
科
、
外
科
の
分
野
に
お
い
て
も
か
な

ら
ず
、
皆
さ
ん
方
の
信
頼
に
こ
た
え
て

い
た
だ
け
る
先
生
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

九
年
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
医
師
で
、
産
婦

人
科
と
小
児
科
を
専
門
に
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
自
分
か
ら
す
す
ん
で
、
へ
き
地

の
医
療
を
体
験
し
た
い
と
い
う
、
熱
心

ま
た
、
出
張
日
や

医
師
不
在
等
に
よ

る
休
診
等
が
改
善

さ
れ
、
皆
さ
ん
方

の
利
用
面
で
も
、

大
き
な
プ
ラ
ス
に

な
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
井
手
渉
先
生
が

着
任
さ
れ
次
第
、
あ
ら
た
め
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
　
　
松
之
山
診
療
所

膨
K
》
葛
汐

る舩烈診療所◇

労災灘熟

　
中
立
山
分
校
が
浦
田
小
学
校
に
統

合
さ
れ
、
分
校
が
廃
校
と
な
り
、
こ

と
し
春
先
か
ら
、
東
京
都
足
立
区
に

工
場
を
持
つ
、
正
和
毛
糸
㈱
が
進
出

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
話
が
進
め
ら

れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
分
校
を
工

場
に
譲
渡
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
保
育

所
兼
集
会
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
再

三
話
し
合
が
な
さ
れ
、
漸
く
町
当
局

と
話
し
合
が
つ
き
、
去
る
四
月
の
議

会
に
お
い
て
、
当
分
校
の
土
地
お
よ

び
校
舎
の
売
買
に
つ
い
て
可
決
さ
れ

仮
契
約
が
取
り
交
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
工
場
は
、
原
料
の
羊
毛
を
、

ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
か
ら
輸
入
し
て
、

着
色
、
紡
毛
、
織
機
を
す
る
工
場
で

中
立
山
で
は
着
色
は
や
り
ま
せ
ん
の

で
、
公
害
面
で
は
騒
音
だ
け
で
す
が

民
家
が
近
く
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

心
配
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
番
の
問
題
は
、
人
員
確
保
の
面

で
す
。
わ
ず
か
男
五
人
、
女
五
人
が

な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
四
苦
八
苦
の
末

漸
く
入
社
し
て
も
ら
い
、
現
在
は
東
京

本
社
で
見
習
中
で
す
。

　
さ
ら
に
工
場
内
で
も
織
機
、
出
機
で

三
十
名
必
要
だ
そ
う
で
す
が
、
な
か
な

か
容
易
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
先
日
も
、
大
阪
の
あ
る
縫
製
工
場
が

男
女
三
百
名
規
模
の
工
場
を
と
来
て
お

り
ま
す
が
、
ま
ず
人
員
確
保
で
断
念
せ

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　
過
疎
を
く
い
止
め
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ

っ
て
も
、
人
員
確
保
が
脳
み
の
種
で
す
。

過
疎
対
策
と
地
域
振
興
の
た
め
、
人
員

確
保
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
御
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
同
工
場
は
現
在
改
築
中
で
あ

り
、
八
月
六
日
に
機
械
が
導
入
さ
れ
、

十
一
月
操
業
開
始
の
計
画
で
、
着
々
工

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

（請求手続）

◆労災事故が発生したならば、事業主

　から様式第5号（療養補償給付たる

　療養の給付請求書）の交付をうけ、

　診療所に提出してください。　（療養

　現物給付となり無料となります。

　　診療所では、所轄労働基準監督署

　長に療養の費用請求をいたします。

◆指定病院を変更する場合

　　出稼先で労災事故をうけ、帰省後

　松之山で治療をうける場合は、事業

　主から様式第6号（療養の給付をう

　ける指定病院等変更届）の交付をう

　けて、松之山診療所に提出してくだ

　さい。　（療養現物給付となり無料と

　なります）。　診療所では、所轄労働

　基準監督署長に、療養の費用請求を

　いたします。

（注）

◆所轄労働基準監督署とは、当該事業

　所の所在地をいいます。患者の住所

　地や、治療をうけている病院を管轄

　する労働基準監督署ではないです。

◆すべての請求書、届出書には、事業

　主による（災害発生の原因、状況の

　事実）の証明が必要です。

（参考）

◆労災保険の給付

1療養補償給付、2休業補償給付、3

長期傷害補償給付、4障害補償給付、

5遺族補償給付、6葬祭料、
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、
配
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一
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、
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m
、
消
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所
な
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と
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い
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以
上
が
、
本
管
工
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に
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す
る
設
備

で
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
、
本
管
か
ら
各

家
庭
の
メ
ー
タ
器
ま
で
（
流
末
工
事
）

の
配
管
工
事
費
は
、
共
同
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設
に
よ
り

プ
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ル
計
算
の
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、
加
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者
負
担
を
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な
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ま
す
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ま
た
、
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か
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内
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水
管

設
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に
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は
、
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れ
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れ
加
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の
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の
負
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ま
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本
工
事
分
と
流
末
工
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費
の
分
担
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を
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入
願
う
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に
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ま
す
。

　
工
事
が
ほ
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か
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て
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に
始
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る
と
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状
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な
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で
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迷
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画

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
7
月
2
0
日
町
外
五
業
者
に
よ
り
、
入
札
が
お
こ
な

わ
れ
、
新
潟
企
業
株
式
会
社
が
七
、
七
八
○
万
円
で

落
札
し
、
7
月
25
日
か
ら
工
事
に
着
手
さ
れ
、
4
9
年

3
月
の
完
成
を
め
ざ
し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り

　取水水場
止水壁・集水枡

」6繭x夏，6mx1，8

　一ヵ所

筒易水適工亭の略図

管
、
m

水
乃
靭

導
φ

徽艶
幣

水
2
永
隔
φ

監
量
遠

浄水場土工　　　　　1式

着水井　　　　　　1井
沈澱池　　　　　　2池
綬速炉過池　　　　3池
操作窒　　　　　　L棟
減菌設備圧入式　　　　2台

電気設備　　　　　1式
浄水場内配管　　φ200～75～

浄水場内排水設備　　　1式
洗砂機可搬式　　　　　1基

魏
撫

配
留

蟹
臨

配
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舗
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配
φ

畿
臨

配
φ
L

糟
謙

配
φ櫨

爆

配

蟹
鮪

配
φ
葛

醗水管
φ50儒

473，0m

配水管
φ50慌

950．Om

光間

藷
配

畿
伽
藷

軒
瓢
配
2

構
謙

配
φ

構
訟

配
φ

鷲
飾

配
φ
L

　
硝
翫

鷲
臨

配
φ
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暑月荏

溝轟人

科
医
．
蝉

井
手
一
渉
死
生

　
か
ね
て
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
方
か

ら
、
強
い
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
、
産
婦
人
科
の
お
医
者
さ
ん
と
し
て

井
手
先
生
が
、
九
月
松
之
山
診
療
所
に

着
任
さ
れ
る
こ
と

が
、
本
決
ま
り
と

な
り
ま
し
た
。

　
井
手
渉
先
生
は

東
京
医
科
歯
科
大

学
を
卒
業
さ
れ
て

以
来
、
臨
床
経
験

な
先
生
で
あ
り
ま
す
の
で
、
専
門
外
の

内
科
、
外
科
の
分
野
に
お
い
て
も
か
な

ら
ず
、
皆
さ
ん
方
の
信
頼
に
こ
た
え
て

い
た
だ
け
る
先
生
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

九
年
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
医
師
で
、
産
婦

人
科
と
小
児
科
を
専
門
に
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
自
分
か
ら
す
す
ん
で
、
へ
き
地

の
医
療
を
体
験
し
た
い
と
い
う
、
熱
心

ま
た
、
出
張
日
や

医
師
不
在
等
に
よ

る
休
診
等
が
改
善

さ
れ
、
皆
さ
ん
方

の
利
用
面
で
も
、

大
き
な
プ
ラ
ス
に

な
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
井
手
渉
先
生
が

着
任
さ
れ
次
第
、
あ
ら
た
め
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
　
　
松
之
山
診
療
所

膨
K
》
葛
汐

る舩烈診療所◇

労災灘熟

　
中
立
山
分
校
が
浦
田
小
学
校
に
統

合
さ
れ
、
分
校
が
廃
校
と
な
り
、
こ

と
し
春
先
か
ら
、
東
京
都
足
立
区
に

工
場
を
持
つ
、
正
和
毛
糸
㈱
が
進
出

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
話
が
進
め
ら

れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
分
校
を
工

場
に
譲
渡
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
保
育

所
兼
集
会
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
再

三
話
し
合
が
な
さ
れ
、
漸
く
町
当
局

と
話
し
合
が
つ
き
、
去
る
四
月
の
議

会
に
お
い
て
、
当
分
校
の
土
地
お
よ

び
校
舎
の
売
買
に
つ
い
て
可
決
さ
れ

仮
契
約
が
取
り
交
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
工
場
は
、
原
料
の
羊
毛
を
、

ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
か
ら
輸
入
し
て
、

着
色
、
紡
毛
、
織
機
を
す
る
工
場
で

中
立
山
で
は
着
色
は
や
り
ま
せ
ん
の

で
、
公
害
面
で
は
騒
音
だ
け
で
す
が

民
家
が
近
く
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

心
配
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
番
の
問
題
は
、
人
員
確
保
の
面

で
す
。
わ
ず
か
男
五
人
、
女
五
人
が

な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
四
苦
八
苦
の
末

漸
く
入
社
し
て
も
ら
い
、
現
在
は
東
京

本
社
で
見
習
中
で
す
。

　
さ
ら
に
工
場
内
で
も
織
機
、
出
機
で

三
十
名
必
要
だ
そ
う
で
す
が
、
な
か
な

か
容
易
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
先
日
も
、
大
阪
の
あ
る
縫
製
工
場
が

男
女
三
百
名
規
模
の
工
場
を
と
来
て
お

り
ま
す
が
、
ま
ず
人
員
確
保
で
断
念
せ

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　
過
疎
を
く
い
止
め
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ

っ
て
も
、
人
員
確
保
が
脳
み
の
種
で
す
。

過
疎
対
策
と
地
域
振
興
の
た
め
、
人
員

確
保
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
御
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
同
工
場
は
現
在
改
築
中
で
あ

り
、
八
月
六
日
に
機
械
が
導
入
さ
れ
、

十
一
月
操
業
開
始
の
計
画
で
、
着
々
工

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

（請求手続）

◆労災事故が発生したならば、事業主

　から様式第5号（療養補償給付たる

　療養の給付請求書）の交付をうけ、

　診療所に提出してください。　（療養

　現物給付となり無料となります。

　　診療所では、所轄労働基準監督署

　長に療養の費用請求をいたします。

◆指定病院を変更する場合

　　出稼先で労災事故をうけ、帰省後

　松之山で治療をうける場合は、事業

　主から様式第6号（療養の給付をう

　ける指定病院等変更届）の交付をう

　けて、松之山診療所に提出してくだ

　さい。　（療養現物給付となり無料と

　なります）。　診療所では、所轄労働

　基準監督署長に、療養の費用請求を

　いたします。

（注）

◆所轄労働基準監督署とは、当該事業

　所の所在地をいいます。患者の住所

　地や、治療をうけている病院を管轄

　する労働基準監督署ではないです。

◆すべての請求書、届出書には、事業

　主による（災害発生の原因、状況の

　事実）の証明が必要です。

（参考）

◆労災保険の給付

1療養補償給付、2休業補償給付、3

長期傷害補償給付、4障害補償給付、

5遺族補償給付、6葬祭料、
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心
配
ご
と

　
　
相
談
所
の
利
用
に
つ
い
て

　
あ
な
た
は
、
一
人
で
心
配
ご
と
に
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
…
…
…
。

　
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
の

相
談
は
、
町
の
心
配
ご
と
相
談
所
が
お

う
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
自
宅
相
談
も
う
け
て
お
り
ま
す
が
、

次
の
と
お
相
談
員
に
で
も
電
話
、
手
紙

な
ど
で
連
絡
を
と
つ
て
い
た
だ
き
、
役

場
の
相
談
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
心
配
ご
と
相
談
員

○
松
之
山
…
－
、
，
…
…
…
村
山
政
太
郎

○
新
　
山
…
，
－
：
：
：
、
…
山
岸
　
留
作

○
水
梨
…
…
…
…
…
和
久
井
広
吉

〇
三
桶
：
，
…
…
…
…
志
賀
シ
ズ

○
猪
之
名
－

○
湯
　
山
・

○
湯
　
本
－

○
天
水
越
・

○
天
水
島
－

○
中
　
尾
－

○
東
　
川
－

○
下
蝦
池
－

○
坪
　
野
－

○
湯
之
島
－

○
田
麦
立
－

○
月
　
池
－

○
北
浦
田
－

○
黒
　
倉
－

樋高佐福村滝
口橋藤原山沢

幸友重庚一正
一市竜造二二

小
野
塚
辰
平

大
見
徳
次
郎

，
村
山

　丸林

石
塚

早
川

保
坂

布
施

庸ヒキ清　り
平サヨ丸学き

家
庭
児
童

　
　
相
談
室
の
利
用
を

　
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
、
ご
心
配
の
あ

る
方
は
お
気
軽
に
、
こ
の
相
談
室
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　
相
談
室
で
は
、
お
子
さ
ん
に
対
す
る

悩
み
、
例
え
ぽ
、
知
恵
お
く
れ
の
子
、

こ
と
ば
や
手
足
の
不
自
由
な
子
な
ど
、

こ
と
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
専
門
の
職

員
が
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
内
容

に
つ
い
て
は
、
か
た
く
秘
密
を
守
り
ま

す
。
都
合
で
お
い
で
に
な
ら
れ
な
い
時

は
役
場
の
福
祉
担
当
係
か
保
健
婦
さ
ん

に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
必
要
が
あ
れ
ば
こ
ち
ら
か
ら

お
訪
ね
い
た
し
ま
す
。

○
家
庭
児
童
相
談
員

　
月
・
水
・
金
　

本
山
一
子

　
火
・
木
・
土
　
　
岡
　
　
実

東
頚
城
社
会
福
祉
事
務
所
長
　
川
端
貴

　
電
話
（
安
塚
）
二
ー
二
〇
〇
八

　
　
　
　
　
　
　
二
ー
三
〇
七
九

保
険
税
の

　
本
算
定
延
期
に
よ
る

　
暫
定
徴
収
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
の
本
算
定
は
、
従

来
8
月
ま
で
に
、
実
施
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
回
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
な

い
、
住
宅
用
地
　
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準
の
変
更
が
あ
る
関
係
上
、
保
険
税

の
暫
定
徴
収
を
、
9
月
ま
で
継
続
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
従
い
ま
し
て
、
年
度
当
初
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
と
お
り
、
保
険
税
の
値
上
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
値
上
り
分
を

短
期
間
に
負
担
し
て
も
ら
う
よ
う
な
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
．
こ
了
承
願
い
ま

す
。

．
　
￥γ

）
●匿●

◆わたしの健康養ガ込◆

　どんな病気でも、早くみつけて早く

治療するというのが鉄則です。とりわ

け「ガン」ともなれぽ、それ以外に治

す方法はいまのところありません。

　自分は健康だと思っている人でも、

定期的に健康診断をうけ、早い時期に

ガンをみつけることが必要です。日本

人の死亡の多い順をあげると脳卒中、

ガン、心臓病というように、なってい

ます。脳卒中、心臓病はともに血管に

関して発生した病気で、割合おとしよ

りに多いといえますが、ガルは働ぎ盛

りの人に多いといえます。その中でも

多いのが、男女とも胃ガンなのです。

ガンが恐れられるのは、ごく初期にお

いては、それらしい自覚症状がないと

いうことです。

　ある症状を感じて、なにか胃の病気

かも知れないということで検査したら

胃ガンであった、もう手遅れであった

という事態を招くことが多いのです。

しかし、胃ガンでも「早期胃ガン」は

百％治ることから、恐れるに足らずと

いうことですが、やはり、それには早

く発見する以外に手はないということ

　
　
　
　
　

％
う
発
す
食
主

　
　
　
　
で

　食生活の注意では、日本のように米

を主食としている国民や、北欧の魚の

クンセイを食べている国民には胃ガン

が多く、アメリカのように牛乳を飲ん

でいるところには少ないといわれてい

ます。米の食べすぎ、塩のとりすぎや

アルコールのとりすぎ、食べすぎをせ

ぬよう胃袋にあまり負担をかけないこ

とが大切です。

戸
籍

戸
籍
手
数
料

　
5
0
円
か
ら
7
0
円
に

◆
7
月
1
か
ら
戸
籍
手
数
料
の

　
政
令
が
改
正
さ
れ
、
戸
籍
の
手

　
数
料
と
各
種
の
証
明
手
数
料
が

　
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
　
戸
籍
謄
本
、
抄
本
、
住
民
票

　
写
、
印
か
ん
証
明
書
。

　
　
各
一
枚
に
つ
き
…
…
70
円

○
　
そ
の
他
各
種
証
明
書
の
手
数

　
料
も
す
ぺ
て
70
円
に
改
正
さ
れ

　
ま
し
た
。

行
政
相
談
員

若
井
千
代
松
さ
ん
に

◆
　
こ
の
た
び
、
小
谷
の
若
井
千

　
代
松
さ
ん
（
家
号
、
山
城
屋
、

　
電
話
△
三
七
番
）
に
行
政
管

　
理
庁
長
官
か
ら
4
月
1
日
付
で

　
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
苦
情

　
や
相
談
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

　
直
接
、
自
宅
へ
行
っ
て
相
談
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
簡
単
な
事
は
電
話
で

　
も
け
っ
こ
う
で
す
。


